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伊達市環境審議会会議録 要旨 
 

会議名称 平成28年度第３回伊達市環境審議会 

議  題 〇議事 

 ・答申（案）について 

開催日時 平成29年3月21日（火）10時30分 ～ 11時00分 

場  所 市役所第２庁舎第１会議室 

出 席 者 
出席委員８名、欠席委員６名 

所管部課名 環境衛生課長、環境衛生係長、係員 計３名 

公 開
非 公 開 
の 別 

 ■  公 開  傍聴者の人数 なし 

 □  非公開  非公開の理由  

【会議の概要】 

 １ 開会 

 ２ 会長挨拶 

３ 議事 

 （１）答申（案）について 

   事務局より事前送付していた答申（案）について概略説明。 

  ＜質疑・応答＞ 

    会 長： 長い間、環境白書を見てきましたが、ここ数年で大分見易くなってき 

     たと思います。昔の環境白書は、分厚くて難しいものだったのですが、 

     それに比べると進歩しました。 

      しかし、まだ改善できるとこはあると思いますので、事務局には研究 

     してもらいたいと思います。 

      何よりも大切なのは、市民の皆さんが見易くて関心を持てる環境白書 

     になれば良いと考えています。 

副会長： 分かりやすい環境白書を作成していくとのことでしたが、今でも十分 

      に見易いと思っています。これより改善する余地はあるのですか？ 

     事務局： 今回の環境白書が完成し内部で点検等を行った際にも、改善案が出た 

         部分もありますので、次年度の環境白書は改善し作成してまいりたいと 

         思います。 

     会 長： 事務局には、市民意見なども参考にしながら工夫されたいと思います。 

委 員： 木質ペレットのお話しになってしまうのですが、製造量に対しどれだ 

     けの需要があったのかというのを掲載されると、製造された内出荷され 

なかったペレットにも動きが出てきたりして良いと思います。 

 環境に配慮した燃料ということで、市民の皆さんにも分かってもらえ 

たら、ペレットの製造にも環境白書にも意義が生まれてくると思います。 



     

事務局： 木質ペレットの数量については、環境白書の２６ページの施策１－３ 

－１の中に記載しておりまして、製造工場の製造能力が年間最大2,000ｔ 

の内、平成２７年度は1,430ｔ製造し1,324ｔ出荷したという数値になっ 

ております。まだ少し能力的に余裕はあると認識しております。 

     委 員： 最後にＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）についてですが、現在、製造 

は停止しているとなっていますが、回収した廃油はどうしていますか。 

 また、製造再開の目途は立っているのですか。 

     事務局： 現在、回収した廃油はそのまま法人の施設で再利用されております。 

          また、製造再開の目途も今のところ立っておりません。 

 

 ４ その他 

   事務局より答申書への追加文書の確認及び答申に向けたスケジュール、答申書の最終稿 

  を送付する旨を連絡。 

 

 ５ 閉会 

 


